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w後期中生代の地殻変動

後期中生代の地殻変動は日本列島の生成に非常に大き

な影響をおよぼしたものである.筆者はこれをのべ

るために今までの地史をかなり詳しく書いた.地殻

変動を詳しくのべるならぱ地層のそれぞれについても

岩質変化厚さ化石群の特徴などの層相や地質構造に

ついていろいろの立場から検討し国際的な比較まで

詳論しなくてはならぬだろう.

ここでは概要をやや詳しく述べる程度として扱かう.

中生代を研究する人達の間にも各自の研究の対象や地

域等によって見解がかなり大きく食い違っている.こ

の論述はおもに筆者の見解であるが多くの人の成果を

も取り入れている部分も少なくたい.それぞれの研究

をも要約して紹介したい.それらの内容については発

表された時の見解で地質が一層詳しく判った時には修

正されるべきだし著者の方々の現在の心境とは幾らか

違っていることもあろうが大筋では変っていないとみ

なしておく.それより筆者の方カミ誤った解釈をしたり

誤解をまねくよう在表現をすることをおそれる.正し

い解釈がなされていない時は叱正していただきたい.

筆者の後期中生代の地殻変動論は主要な部分が西南

日本に限られており後期中生代は激しい橘曲とそれに

伴った大規模な推し被せ構造力溌逢したという見解にた

っている.今の日本の地質学会では日本列島では大

規模た推し被せ構造は存在し狂いと考えている人達が多

いようだ.したがって筆者の見解はこれらの人達から

受入れられない部分が含まれていることを読者はご承

知の上で見ていただきたい.西南日本の地質区分で

内外両帯が分けられ両帯の間には多くの相違点がある

が地質構造の発達の過程においてどのように分かれ

て行ったかをのべるのがこの地殻変動論の基礎と在って

いる･誤った部分を指摘していただき少しでも真実

に近づけたいものである.

w-1領家三波川両変成岩

地質調査所今井功博士(1966)は領家三波川両帯の変

成岩に対する明治年間の解釈の変せんをのべた.

明治を通じて両帯の岩石は始原代のものも主張され

人1こよっては後までこの見解を支持する者とあった.

河合正虎

ドイツ人故ナウマン(E-Naman)氏(1885)は西南日

本の中軸から南に片岩結晶片岩古生界(領家三

波川秩父黒帯をさす)の順に配列することに注目し

片岩結晶片岩を始原代とみなした.東京大学教授故

原田豊吉博士(1890)ほ両帯を片麻岩系と結晶片岩系と

してナウマン氏の考えを受けつぎ両系の間および古

生界との間にいずれも不整合関係カミあると考えた.こ

れに反して東京大学教授故小藤文次郎博士(1888)は

両変成岩類を単に先石炭系とし三波川御荷鉾続は古

生界の変成相とみなした.ただし阿武隈の変成岩類は

始原代とみている.

ナウマン先生(1885)や原田先生(1888)は北海道の変

成岩類もやはり始原代のものとされたが東京大学敬

神保小虎教授(1889)ほ古生界の変成相としさらに中生

代の火成活動で変成されたという画期的な研究をなしと

げていた.領家変成岩類は京都大学故中村新太郎教

授(1905)が長野県で領家片岩(領家変成岩類)が古生界

に漸移することを指摘したのが古生代説の始まりで

東北大学敬神津淑祐教授(1911)と共に広島地質図幅(20

万分の1)で古生界と片麻岩系との間は漸移関係で片

麻岩は古生界から変成されたことを明瞭にされた.

京都大学故小川琢治教授(1906)の西南目本地質構造論

には三波川御荷鉾両統は先石炭系で変成作用の

時期は石炭紀より後で三畳紀ごろと推定されている.

小川先生は外帯における鱗片構造から偏圧の方向につい

ても論及されている..

小林名誉教授(1941)は領家三波川両帯を白亜紀の佐

川造山期に古生界が変成したとみた.これは第124お

よび125図に示すように秩父地向斜に堆積した古生界

としてこれを岩相によって分帯した.ただし今で

は北海道の中軸部に見られる変成岩は中生界が主体で

あることが明らかにされている.領家変成岩は非変成

古生界山口唇灘カミ花騎岩の遊入によって変成され北部

の非変成古生界との間は漸移関係で南側は鹿塩圧砕岩

で明瞭に区切られる.圧砕作用は領家深成活動後期に

迷入した岩体が南限にそって南に向って衝上したた

めに生じたなどについてのべた.三波川御荷鉾両

統は領家に先行する変成作用をうけ原田先生の主張し

た両統問および古生界との間には不整合はなく断層で�
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策124図

第一次層相に基づく秩父系系の分類試案

(小林貞一1941)

第125図

秋吉･佐川繭造山輪廻による

秩父系系の第一次層相の=次的変成

(小林貞一ユ941)

ない場所では漸移する.全体として北から南に変成度

が減少するのはアルプス型摺曲山脈では中軸部変成度

が高いことと一致するとし日本列島にもこの説が適用

されると考えた.
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東京教育大学藤本名誉教授(1937)は関東山地で不整

合関係の代りに推し被せ構造の関係を発見し標式地付

近の絹雲母片岩から放散虫などの化石を発見し三波川

帯の原岩をジュラ系とρべた.藤本先生(1939)は三

波川御荷鉾両統の差異は変成度の強弱によることから

両統を一括して長瀞系とよぶことを提唱された.

この萸北海道の目高系や神居古潭変成岩からも放散虫

などの化看が発見され(鈴木醇北大名誉教授1939矢

部名誉教授ら1939)それによって変成岩の原岩をジ

ュラ系と見る者とそれに反対して古生界と考える者と

に分かれた.小林先生(1941)は三波川帯の原岩を古生

界変成は白亜紀の佐川時階とのべ北海道と同様と考

えた.北海道に関する限り原岩の時期は今ではジュラ

記を主体とするとみなされる.

小林先生のことばを引用すると｢佐川造山輪廻に際し

長瀞動力変成作用により地殻深部において三波川

御荷鉾両変成岩カミできつづいて領家片麻岩類を外側の

三波川系上に衝上させその衝上が佐川造山帯の軸部減

岩漿性外部と過岩漿性内部を両断した中央構造線である｣

として要約される.

三波川帯は四国の土讃線ぞい付近で最もよく研究され

ている.一般に北に向って傾斜し北から南に向って

変成度を減じ北側が三波川南側赫御荷鉾である.

見かけの上位の三波川の方カミ御荷鉾より変成度が高い.

これはじゅうらい三波川カミ御荷鉾より古いとみなされ

たりその間に不整合があると推定されたりまた故小

沢儀明教授(1926)のように逆転構造ポ者えられたりする

理由である.

小島教授(1953)によると領家変成岩は北側では山口

県で非変成玖珂層群と漸移しその変成相が領家である

とした.三波川帯ではこれを吉野川層灘とよんで

原岩による分帯を行ない地質構造を解明した(地質ニ

ュｰス126号第6図参照).そして三波川帯の変成度

の強弱は原岩の種類貫入岩の影響等によって支配さ

れたとみた.小島先生は領家三波川両帯とも古生

代末ないし中生代初期のいわゆる秋吉造山運動によって

変成されたものとするので現在もこれを支持する地質

学者は多い.小島先生(1966)は三波川帯の緑色岩層

群は二畳系申下部で大歩危層を上部石炭系とみなし

その下位には下部石炭系(欠除?)デボンシノレル系

か存在しこれらは外帯の秩父黒帯の古生界と層相の点

で類似しデボンシルル系の厚さの和は1,OOO～2,000

m位でそれより大きな差はあるまいと推定されている.

都城秋穂東京大学助教授(1959)は太平洋周辺の造山

帯には花嵩岩にとむ変成帯(飛騨領家目高の各帯な

ど)と藍閃石変成帯(三郡三波川神屠古潭の各帯な

ど)とが対になって現われ両者は逆断層で接すること

を指摘した.そして対になった変成帯と日本などの弧

状列島の起源についてのべている(都城1961).それ

によると活動期の弧状列島には海溝を伴っているが

ここは一種の地向斜で沈降地帯だ.音生代の秩父地

向斜もこも様なものだろう.そこには弧状列島にそっ

て噴出した火山物質も含まれる.日本海溝から大陸側

に傾いて深発地震帯カミある.第126図は久野久東大教

授(1961)が推定された断面図である.この面また怯帯

は大きなズレの生じたところで造山運動に伴って

大洋側が大陸側の下におし込まれた巨大な逆断層だろう.�
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第126図目本列島の断面と各種の本源玄武岩

マグマの発生深度ならびに深発地震震源図

(久野久1961によって本源玄武岩マグマ

の発生深度と地震麗源図を別々に示された

がここでは両方を一つの図にまとめた)

日
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海

新しい堆種物､“.“･冊融

シアル性(花!心:㌔“

商岩質)地殼

基性岩噛

造山運動に伴い海溝の底はさらに下方に湾曲しそ

この地層は圧縮されて摺曲し逆断層を生じさらに深

く沈む.沈下した堆積物は高圧の下で再結晶が行

なわれ広域変成岩となる.三波川帯の場合は地下35

k血以上沈降して10,000気圧以上の圧力で再結晶し

た.比較的に低温であったその理由の1つは海溝の

下にはシアル性の基盤がなかったかあるいはごく薄か

ったことに原因する.シアル性基盤が著しく狂いこと

は変成帯に花開岩を伴っていないことで判る･海溝

下は低温であるがそれは熱対流は海溝下では下方に向

うとかあるいは堆積速度が早かったこと等にも原因淋

あろう.高温型変成は低温型に比して浅かったに違い

狂い.海溝の生成深発地震帯や低温型変成の方は造

山運動と直接的な関係をもち弧状列島が内側に形成さ

れるに反し高温型変成は副次的校ものと見られる.

変成帯の大部分か高温型に在ら衣かったのは時間が比

較的に短かったから低温都まで高温型変成カ扱ぱなか

ったのであろう.そして高温を生じた原因は基盤の

一部が深所で再溶融し花開岩質マグマとなって上昇し

たのでは狂いか他にも原因があるかも知れない.い

ずれ1こせよ内側にはシアル性基盤をもつことが必要だろ

う.それ故に.両変成帯の境は造山期のシアル性基

盤の外縁部だろう.古生代末頃と中生代末頃のこの境

は後の方が大洋側に成長したことになる等について

日本の例だけでなく北*の西岸の変成帯についても論

議している.第127図に都城先生(1961)の東北日本の

地下構造の推定図を示す.
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低温型変成作用

W-2小林名奮教授の佐川造山輪廻

小林博士の佐川造山輪廻は最新の知識を同本全域に

ついてまとめた大論文である.ここでは要点だけかい

っまんでのべよう.

日本の中古生界は次の順序の過程をへて発達した.

第127図東北日本と同本海溝付近の推定地下構造(都城秋穂ユ961)

(1)未知の基盤の上に生じた秩父地向斜のうちに厚さ数1,000

mの盲生界が海成層として累重した

(2)二塁紀後期に薄衣くの他の造山運動が起こり地向斜は種

々に分化した

(3)肩本の内側養三畳紀のラシニック階頃に秋吉造山運動が起

こってある程度山化1した

(4)上部三畳紀には日本の北西側に陸地があって内側から外

側(北から南側)に向って湖沼一半海一浅海浅海半深

海性の堆積物である三畳系の美禰河内ケ谷斗賀野の3

相の地層か配列した

(5)ジュラ紀に中央部が地背斜によって古日本脊稜に発展し

はじめ内側の内陸盆地と外側の四万十につづく地向斜を

分離させた

(6)内側の豊浦脇野両層群間の不整合はジュラ紀末期のウェ

ｰルデン陵の大賀変動を示し脇野硯石両層群は南朝鮮

の洛東新羅両層群と共に津島盆地その他の内陸盆地を

生じた

(7)北上山地では物部川統の上下部の間にある(宮古層群の下

の)不整合が大島時階の造山運動を示す

第13表目本群島の構造発達吏
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第128図田図秩父黒帯地質構造図1御荷鉾地帯(三波川帯)]Ia黒滝衝上帝皿b大蘇衝上帝皿｡小富士衝上帝皿d佐川衝上帯1Ie斗賀野衝'

上帝皿f御在所衝上帝皿四万十地帯IVギリヤｰク･浦川統1御荷鉾線2a黒滝衝上2b大蘇衝上2c黒岩衝上2｡'小富士横移

岩塊2c'1急成衝上2d神原谷衝上2e仏像衝上2f仏像線A急成盆地B郷盆地C白石川盆地D佐川盆地E高知盆地F領石

盆地G物部川盆地亘勝潮11盆地J那賀川盆地

領石盆地F高知盆地E佐川盆地D急成盆地Aを通る地質断面図は第26図(地質ニュｰスユ28号22頁参照のこと)

2中林3助村4剣山5大栃6天狗嶽7三宝山8黒滝9高知10伊野11須崎12大蘇13長者ユ4大野ケ原ユ5清原ユ6土居

ユ7急成18御在所山ユ9宇和島(小林貞一一1941)

(8)西南日本の外側ではこれらから遅れて中部白亜紀初期に

佐川時階の造山運動によって擾乱された

(9)その間に動力変成による三波川御荷鉾両変成岩

つついて

⑩領家避入による領家片麻岩の生成と領家の衝上によって

中央構造線の生成が起こった

ωこれに次ぎ深成作用は単なる侵入で内帯に中国地方など

の花鹿岩類の大底盤岩体の生成が行なわれた

とするのカミおも衣るでき事で第13表のように要約さ

れる.

A夫賀時階

小沢儀明先生(1925)の大賀衝上を標準とし小沢先生

の大賀線を幾つかの地点で確認して秋吉一蔵目喜帝

釈一大賀志高一夜久野伊吹山一霊仙山一舟伏山飛

騨桐谷青梅を結ぶ北から南に向う大賀衝上線を示し

た.(地質ニュｰス131号第48･49図参照).

夜久野塩基性岩類の買入は大賀線の衝上額部にそっ

たとみている.そして造山運動の激動期は地層の層序

関係を重視して吉母層から脇野に移る間とみた.激

動の結果手取盆地は陸化した.大賀造山帯は飛騨一三

都帯を含む秋吉山口両層群の地帯にまたがっている.

第14表日本白亜系の対比表

造山運動につづく深成活動は領家帯のうち山口地帯南部

に起こった先領石花開岩類で領石統に物質を供給した.

遍大島時階

西南日本の物部川統は激しい擾乱をうけている.東

北日本では下半部の大島統は擾乱されるが上半部の宮

古統は擾乱の度が小さい.大島宮古両統間の海退を

示す不整合は大島時階の激動期を示す.これは宮古層

群カミ北上山地の田老で大島層群を貫く花開岩や大島噴出

岩類をおおうという著しい不整合が大島造山運動の証翅

とされた..西南日本内帯の硯石層群が成羽層群を不整

合におおうこともこの時階の変動とされる.第14表は

小林先生の日本の白亜系と地殻変動の各時階とを示し

たものである.

C佐川時階

西南目本外帯の秩父黒帯における鱗片(覆瓦)構造の

存在に注目した.｡なお故小川琢治先生(1906)も外帯

の帯状配列を鱗片構造によったものとし日本列島は北

から南に向い激しい圧迫を受けたことを指摘されている.

第128図に小林先生による四国の秩父黒帯の地質構造

図を示す.地質ニュｰス128号第26図はこの図

に伴うもので領石高知倒11急成各盆地を通る断

地質時代�地層�佐川造山帯西'奥�同北風�������������
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(小林貞一ユ941)

面で鱗片構造が示されている.

第15表に諸衝上帯の層序を示す.断面図に示さ

第15表四国の秩父地帯中の諸衝上帯の層序

(小林貞一1941)�
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れるように幾つかの衝上のくり返しによる鱗片構造を検

討して関東山地では宮古世西南目本外帯では白亜紀

中頃(ギリャｰク世頃)の不整合の時期に佐川造山期を

おいた.なお四万十層群は大陸斜面のフリッシュ型堆

積物で部分的には不整合が見られるが下部はジュラ

系またはそれ以前の地層を含む複合岩であるとし各地

の地層を第ユ6表のように対比した.そして先にのべた

ように砲1腱山帯の中核部において変成作用と深成作

用の存在を論じ変成作用の歴史は第17表のようにまと

められた.

中央構造線は関東山地で南は向って張り出しているが

この曲携は藤本名誉教授(1937)の大霧山衝上の生成した

時期の変形と見破された.第129図に佐川帯の構造区

分を示す.

〔注〕

小林先生(1951)は｢フリッシュF1yschとは小輪廻が頻繁

に交互する地層で堆積が絶えず沈降したことを示す.これ

に対しモラッセMo1asseとは淘汰不良の物質からなる地層

で隣接の山地から多くの物質が供給された｣とした.湊先生

(ユ953)によると｢地向斜の一部が地背斜に移るともと単一

の地向斜は全体として浅くなり幾つかの浅海や海湾に分かれ

そこにそれぞれ特有な地層を堆積する.アルプスでこれに相

当する地層がフリッシュとよばれる古第三系で岩相の変化に

とみ礫岩砂岩頁岩などからなる.一たん地背斜化した

もとの地向斜の一部はさらに大規模に海面に現われ激しく

侵蝕を受けると海は一層狭くなり新しくできた陸地の周辺

を取り囲むかあるいはその内部に出来た谷をわづかに壊める

ような状態のところにしぱしば巨礫片を含む粗粒な岩相の地

第16表四万十層群と仏像線以北の同時層群との層序関係

�秩父地帯祭内側外側織内側�四万十地帯�
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(小林貞一1941)

層ができる.アルプスではこれをモラッセとよぶ.陸地の

外を取りまく外側モラッセと陸地内の窪地を埋めるものを内側

モラッセとよんで区別する.共に元来の地向斜カ涜全に解体

される段階の堆積物を示す.内側モラッセにもしばしば火

山活動を伴う｣とのべている.

皿後佐川造陸運動

佐川時階の変動の後に白亜系の堆積とそれらの受け

た擾乱は佐川時階の後の造陸運動に起因したとみなされ

る.和泉ないし大野川層群の堆積区を和泉地向斜四

万十の一部に当る高知県西部の中村地溝帯とよばれる地

域の沈降を中村地向斜また御所浦層群だとの堆積区を

九州赤色盆地または古不如火海とよんだ.

和泉地向斜の厚い堆積物は南北両側の上昇によって

物質が供給された.中村地向斜もこのような運動で

以前からあった地向斜か太平洋側に移動してここに生

じたとみられた.内帯内側では硯石盆地は次第に上昇

したが狂お火山活動は宮古世以来新白亜紀を通じて激

烈であった.

これらの佐川造山帯の上昇と周辺部の沈降注とは造山

運動によった変形後の造陸運動の産物とみなされたもの

である.第130図に佐川変動各時階が模式的に示され

る.小林先生(1951)がその後の資料によって示された

西南日本の秋吉佐川両運動で生じた構造区分を第131

図日本の新旧山地の系続分類を第18表にに掲げる.

V[一3松本教授による造構造運動史

松本教授(1947)は西中国の変動から北九州を含め北

海道酉南目本内外両帯等と漸次に新しい知識を加え

造構造運動を層序関係岩相の比較変形度の相違地

質構造讐から詳細に検討されている.最近には太平洋

周辺の造構造吏を第132図のように総括された･

西南目本内帯のいわゆる大賀造山運動については幾

つかの段階を次のようにされた(松本教授ほか1962).

��

��

��

��

豊浦層群の海退(ジュラ紀後期)

豊浦後豊酉堆積前(ジュラ紀後期)

豊酉層群堆積中脇野重層群下部層堆積開始時(古白亜紀

初期)

脇野互層群下部層後中部層前(古白亜紀中期)

第17表広域変成作用の生成過程

地質一時代

ギリヤiク前期

窟古後期

宮古前期

犬島世

領石後期

領石前期

鳥巣世

ジュラ宗己繭期

三.畳紀

声生代

三波川･御荷鉾層領家片麻岩類

新潮鰯の被覆

地表に露出

_鹿塩時階一↑

領家避入

彼杵湾曲`(吉母海峡)'一斗

↑(四万十堆)

長瀞変成〔別子塩基性岩貫入随伴)先領石花商岩貫入

水成原岩堆積

(小林貞一1941)�
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第129図

佐州造山帯の構造区分

(小林貞一ユ941)

(5)脇野後下関重層群堆積前(古自亜紀後期)

(6)下関互層群の中ほどの不整合の時期(新旧白亜紀の境頃)

(7)下関後八幡層前

⑧八幡層後

の時相が識別されそのうち重要な時期は(3)(4)の頃とし

た.

外帯の秩父異常については

剰裏時階

十十'サ固堅則胴芦“'瀦弩㌣鰍葦≡…一■三…三三一

佐川時階

ψIL岬例
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套姜姜譲語鳥言頸訓､牛坦担維若妻糞･1ミミミ

第130図

西南日本にお

ける佐川輪廻

申の諸地殻変

動を示す模式

図(小林貞一

ユ941)

る(5)は九州の球磨山地では著しい(7)より後の変動も存

在すると推定された.

外帯の四万十地向斜の火成活動の時期に内帯では白亜

紀後期(一部では暁新世におよんで)の中性匁いし酸性

の火山活動と花闇岩の貫入カミあったがこれらは後期中

生代地殻変動の造山期後期から続造山時につづく一連の

火成活動を代表するとみられた(松本教授1964).

ω鳥巣層群堆積前(ジュラ紀中～後期)

(2)鳥巣後領石層堆積前(古白亜紀初期)

(3)領石後物部川層群堆積前(古自亜紀K1K2間)

(4)物部川層群上下部の境(古白亜紀K2K3の問)

(5)八代層基底ならびに堆積中(古白璽紀後期K3中)

(6)外和泉層群基底部の時期(新白亜紀初期K3K4間)

17)新白亜紀後期または末期

と地殻変動の階梯を分け小林先生の佐川造山に匹敵す

三波川変成の時期については断定をさけられているが

全体としては長い期間(たとえばジュラ紀中期から白亜

紀後期まで)にわたる変成吏をもつかも知れないと表現

されている.

さらに重要板点を若干とり出すと

ω古生代末頃の地殻変動は著しかった

12)外帯の古第三系と新第三系との間には大きい傾斜不整合が

ル

泌/
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第131図西南回本の秋吉･佐川山地の構造区分(小林貞一]951)�
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第18表目本新1員山地の系統分類(小林貞一1951)
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佐川中軸変成帝秋仏四ガ十

出御文惚

領榊蝸燃纂箱線幅舳

燃変簑器線㍑山地

蝦奥

地1勾斜

Ψ村

地向斜

手取･豊浦盆地窓津川湾鳥熱海

美称･成羽･恵高盆地皿貝湾
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秩畜変成中軸山口悩脇北上･秩父

�

飛脚帯･三郡帯変成1j』地柄曲波噛山地

熱音稲11川棚北上棚秩父榔四洲一･州･鰍制

地向斜内火山活鋤

宿…嫉線的上は山地11〃1盆地や海溝

独特の堆積岩相変化地質構造をもつことを強

調した.中生界に関する地質構造岩漿活動に

は注目すべき特殊性があり表層変形基盤変形

は地殻全厚の変形形態さらに地下深所から

由来する運動進化という点から把握すべきこと

等についてのべられている.この論文申で内帯

の秋吉変動を示す秋吉衝上地塊の石灰岩の根源は

北九州の平尾石灰岩層にあるとしたことは注目に

値する.第133図に変動の階梯を解析された画

中国における地質断面図を示す.

ある

(3)白亜紀中葉の佐川造山を余り大きく見ることほ妥当ではな

いカミシュラ紀後期から白亜紀中葉までにわたって数回の

構造的変形が進行した変動時代がある

(4)外帯の横倉山火成岩類を佐川造山期の活動とするのは疑は

しく片麻岩や蛇紋岩の一都は中生界に不整合でおおわれ

古い時期に深所で形成されたものが後の変動でしぼリ

出されたこの時にシルル系などを引きつづき中生界に衝

入した

(5)後期中生代を主としてかなり長い期間にわたる一連の造

構造運動カミｰ世(または一期)毎に間歓的に表現される

多くの階梯をふんで進みそれらの総和として大きな地

質構造が形成された

(6)アジア東部全般として中生代の燕山一佐川変動と第三紀の

大八洲変動時代との境は場所によって白亜紀末か古第三

紀末にある

等を指摘されている(松本教授1962).

北九州西中国の中生界の性格について構造線複

向斜や衝上の性質サンドヰッチ構造と周辺構造の存在

についても論じた(松本教授1951).これらには日本

W-4葎期中生代の変動に対する他の

見解

信州大学山下界教授(1957)は古生代末ないし中

生代初期の変動を本州造山中生代初期後古第三

紀までを本州地背斜時代とよびそのうちに地背

隆起と広島変動の2つを分けた.これは第19表に見ら

れるとおりである.

小林先生の説と山下先生の説とを対立させると次の様

に放る.小林説ではr中生代初期に西南目本内側で秋

吉造山中生代後期には内側で大賀東北日本で大島

外側で佐川造山カミあり飛騨三郡両変成岩が秋吉中軸

部の深成変成作用を代表し領家と三波川と添佐川にお

けるものを代表する.秩父黒帯では秋吉運動は余り著

しくなく佐川運動は激しかった.四国の佐川盆地な

どの中上部三畳系の川内谷層群の逆転古生界のクリッ

ペ等で示される大規模なデッケン構造横倉山火成岩類

の貫入などカミあった.等｣に対して山下説は｢古生

代末～中生代初の変動は内帯だけでなく外帯でも著しく

領家三波川両帯の深成変成作用はこの時期である.

飛騨変成岩は秋吉運動によったものでなく先シノレル紀

で西南目本外帯の寺野変成岩(注)場所によって違った名

称が与えられ横倉変成岩などの名もある.もそれに相当す

る｣等ということである(石井健一助教授ら1953).
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第132図

日本の各地帯にお

ける地史概要図

(松本達郎1967)�
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第133図西中国の中生界の関係を示す地質断面図

側山口県西部の豊西海岸にそった地域(B〕厚狭と厚保との間

丁:第三系R:扮岩Dエ:閃緑岩Pエ:変質安山岩I:硯石層群Tn:豊酉層群Tr:三畳系(美禰互層群相当層)

(MはMo■otis〔Ento血｡noti6〕DはDictyophy11u瓜を含む厚狭地域の三畳系)(松本達郎1949)

第134図三畳紀後期(新世)の古地理図

(山下界1957)

第19表本州地域の地史の時代区姶(山下界1957)
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本州地背時代は本州造山が一応おさまり本州区はほ

とんど陸化し隆起に移るが動揺ばなおつづき幾つ

かの異質的な分化カミ進んで部分的に比較的に短い期

間の沈降添生じた.外側では四万十および北海道目高

の2つの地向斜がかなりの期間にわたって沈降と堆積の

と揚なった.第134図に山下博士の本州地背斜で生じ

た隆起と動播による内陸盆地の生じた三畳紀後期の古地

理図を示す.

領家帯と領家に類似する阿武隈の地帯とを合わせて山

下先生は中軸変成帯とよんだ.山下博士らは外帯の徳

島県下で擾乱をうけた下部二畳系を上部三畳系か不整合

におおったいわゆる坂州不整合を発見して上部三畳紀

以前に少なくとも四国の一部は本州造山による変動を受

けていると強調されている.

黒瀬川構造帯に領家と同じ型の広域変成作用でできた

岩石のあること上部ジュラ系鳥巣層灘の基底礫岩に黒

1馴暗の岩石の礫が入っている等のことから領家阿武

隈両帯の形成は本州造山期に生じた.第135図に黒瀬

川構造帯を示す.横倉山火成岩寺野変成岩およびそ

れらの相当層デボンｰシノレル系は黒瀬川帯に現われる.

酉南目本の中上部三畳系を含むその後の中生界の堆積

には内外両側の区別の対立添明瞭なことから中間の領家

三波川両帯の位置に隆起帯があったとみることも両変

成帯の変成作用カミその以前であると判断される根鈍と

なっている.

中生代の火成活動には種々のものがあり火山岩から

深成岩塩基性岩から酸性岩にわたる.そのうち最も

著しいものは中国底盤で知られる酸性の深成一半深成

岩の活動カミあって中国帯に最も広く丹波帯の東部から

飛騨区にもかなり著しかったが外帯にはこの時期の火

成活動はごくわずかしか知られてい泣い.

北上や阿武隈には若干の火成活動が見られる.北上�
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第135図黒瀬川構造帯の存在を反映するrレンズ状部｣の四国での分布状態

の火成活動は比較的に浅く新月噴出岩や人首花闇岩等

がこれに当る.目詰一気仙沼構造線は白亜紀初期に出

現し古い摺曲構造や曲線構造を切って直線的にのびる･

見かけは単なる地塊運動による断層に見えるが火成岩

の貫入榴的地塊運動と一連のものである.阿武隈

東縁の破砕帯も直線的でジュラ系相馬層群後白亜系

浦河統の双葉層灘前に出現した.これに伴って所期の

深成活動も起こった.山口県の長門構造線も本州地背

斜時代に生じ直線的でしばしば浅い型の火成岩を伴

い地層の榴曲と関係していることは北上阿武隈等

を含めてこの時期の特徴である｡

概観すると西南目本内帯諸地域の火成作用と隆起と

が四万十区における沈降と堆積とに対応している.普

通の地向斜造山帯における火成作用一海底火山造山運

動に際して中軸帯における深成作用あるいは末期の火山

活動一とか安定大陸や大洋における火山活動とも異祖

る日本独特の性格をもつ等の諸点を詳細にのべられた

(山下先生1957).

大阪市立大学市川浩一郎教授(19621966)は山下博士

と多くの共著カミありその説は山下説と共通性カミある｡

古期目本から中期目本に発達するにつれて海底火山活

動を伴う正地向斜は秩父黒帯の南縁から四万十区や東

北日本では北上外縁帯に移動した.第1期は三畳紀後

半で内側の中国帯では山下先生の本州造山の名残がつ

づき局地的な激しい山体の上昇と山間盆地の沈降が見

られ厚さ数1,OOOmの院造山型の上部三畳系カミ形成さ

れた.外側は比較的に安定した浅海によっておおわれ

た.第2期はジュラ紀前半で激しい変動は終り外帯

の北半には地背斜の隆起による古い陸地が広がった.

内側や東北日本にはところどころ当時の海成層が

あったカミ来馬層群を除くと何れも薄い地層で堆

積盆地の沈降は少在い.盆地相互の商では化石

に共通な種類が少ないので当時の海盆は局地化

していた.第3期は外側の鳥単層灘の海進から

はじまり白亜紀中頃では北の方まで領石物部

川層群場所によっては外和泉層群まで海カミ侵入

し沈降性海域が広カミった.その間に榴向変動

カミ起こったが地域によって変動の時期と強さに

差があるカミ全体としては白亜紀中葉から古第三

紀初までにわたっている.南側にできた四万十

区は海底火山を伴う正地向斜だった.西南目本

内側ではジュラ紀後半に手取盆地の生成カミあった

が他の地域では広く陸化のままであった.白

亜紀には陸地の諸所に湖ができ安山岩質と酸性と

の火山活動が大規模に行なわれ花筒岩も広く貫入した.

白亜紀後期にはそれまで陸化していた中軸部カミ沈降し

海の侵入があり大野川や和泉層灘カミ堆積した(市川教授

1962).内側の大賀だとの衝動は摺曲の形成と共に局部

的な出来事とみているようである.

また中期目本の大構造区を第136図のように本州区と

大洋側の四万十区北上外縁区北海道目高区に分けた.

あとの3区は正地向斜地域で本州区の主部は前の本州

造山で地向斜状態でなくなり東アジア大陸部と大洋側

の正地向斜帯との接合地帯になった.それ故本州区は

不安定で段階的に局地的な沈降と隆起とカミところを

変えて起こっている.ここでは比較的に短軸の向斜構

造益地の形成が支配的である地質構造があり盆地縁辺

部基盤との間にしばしば衝上断層カミ発達する.地質構

造の性格は地域によってその形成時期と共に差異があ

るが本州区全体としてはジュラ紀後半から古第三紀は

じめまで段階的に進行した.ただし東北日本では白

亜紀前半で終っている.内側の西部では三畳紀後半で

本州造山晩期段階の変動を伴いジュラ紀前半でも本

州区は全く静穏だったわけではない.外側の上部三畳

系と上部ジュラ系との間の斜交不整合も過少に評価はで

きない.

白亜紀を中心とする時期の多量の中性一酸性の陸成火

山活動と花筒岩の形成をも重視したことは先の諾先生

と同様である.

これらの諸点は本州区の中期目本の発展が大規模

た正地向斜発達を初期の段階としてもつ西欧の標式的た

造山サイクルと同様に扱うことは不適当である.本州

区の後期中生代の変動は巨視的にみると本州変動に付

随した性格を持つことを強調する.�
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第136図

日本の中生代の大瑠質区

(市川措一郎1966)

中生代火成作用は大陸部を含めて東西1,500km以上

南北4,00阯m以上にわたる地域に活動があった.そ

れによる物質は地下深部から供給されたポ大洋側に生

じ･た地向斜とその変動の背後地の現象として考えるには

物質の量が莫大にすぎる.アジア大陸東部から外側の

正地向斜までの地帯を広域大変動帯とし本州区などは

大陸縁辺の多変動地帯に当るとみなしている(市川博士

���

湊正雄北大教授ら(1965)は大著Deve1op㎜entof

theJapaneseIslandsにおいて市川山下両先生ら

多くの研究者と共に日本列島の地史を詳細にのべられて

いる.湊先生ら(1966)も大筋における見解には同様で

ある.ごくかいつまんでのべよう.シルル紀から二

畳紀までの間に起こった地向斜の発達石炭紀中葉の福

山運動とか変成作用および火成作用か代表される造山運

動の全過程を一括した北上山地を標式地として東独の

バリスカン造山に比較してこれを安倍族造山麓動

とよんだ.小林先生や山下先生らの秩父または本州地

向斜とそれにつづく秋吉または本州造山運動のほかにそ

れらに付随した変成作用や火成作用を加えたものに相当

するだけでなく湊先生ら1こよる北上山地のシルル系一

二畳系の詳細な層序や地質構造の解析等から得られた種

々の段階の造構造運動吏カ溝細こ加えられた点ポ大きな

特徴である.後期中生代の地殻変動はアノレプス変動

に比較され北海道目高で北海道大学の多くの研究者

によって解明された目高造山運動として詳論された(地

質ニュｰス150号第59図参照).

目高山脈ではジュラ紀における目高地向斜の発生と発

展から白亜紀の深成岩や混成岩の形成と変成作用によ

る神居古潭岩類の生成をへて古第三紀からはじまる地

向斜部の隆起さらに新第三紀の山脈化というアルプ

ス運動の後半部カ湖瞭に解析された.ここではくわし

くほふれ狂いことにする.

本州区においては山下市川両先生らの説が支持され

る.三畳紀からジュラ紀にわたるアノレプス運動の前半

を認めている.また領家三波川および三郡各変成帯

の一部にも中生代初期に変成したものがあるから山下

先生らがバリスカン運動から除芥して本州造山とよぶ

のは妥当であることを認めた.そして日本列島は古生

代および中生代の別々のものではなくして一連の地殻変

動が行なわれ複造山帯であることを強調した.そして

後期中生代の本州側の造山運動(狭義)にほ余り重点は

おかれてい狂いか内側の白亜紀火山および深成活動に

は注目されている.

W-5西南目本内タド両箒の共通性(対称性)と異質性

(非対称性)

酋南日本は中央構造線を境として内外両帯を分かつ.

この構造線は大き衣断層だ粧単に地層を食違わせだ

というような断層ではない.仮に断層にそって内帯か

外帯を横にすべらせたとしても両帯に共通する地層をつ

放き合せることはでき板い.小林先生(1941)の指摘し

た通り中央構造線ができる前に領家と三波川両帯が既

にあって領家カミ三波川に向って衝上したとすれば片

方を横にすべらせても食違う前の状態に復元できぬこ

とは明らかで中央構造線は単なる横すべり断層ではな

いことを意味する.

内外両帯の地質構造は異質ではあるカミ単に異質とい

うことから出発して双方の地質構造を説明するのではな

く一元的な構造発達吏の上で異質に分化したことを示

すことカ可能となった時にはじめて西南日本の構造

発達の本質が解明できるはずだ.内外両帯の類似点と

相違点の一部は地質ニュｰス126号西南肩本の帯状

構造の項でのべた.内帯にもジュラ系とそれ以前の中

生界を三都帯に含めるとかなり明瞭に帯状配列が認め

られる.古い白亜系には帯状構造らしいものカミあるけ

れども新しい白亜系にはそのような性質はほとんど見出

されない.これに反して外帯では中新統を含む四万

十累層群まで帯状配列に明瞭に加わっている.内帯の

夜久野塩基性岩類はやや異質で一般的傾向に対しゆる

く斜交する.外帯のデボンｰシノレル系と内帯のデボン

系ならびに両帯の薄次式礫岩の分布は第137図に示す

ように領家帯に対してほぼ対象性を示している.

これらのことはそれぞれ意味のあることと思う.

内帯と外帯との帯状配列は共通した要因によって作られ

内帯ではその原因がジュラ紀以前では外帯とほとんど変

らなかったが白亜紀から後には漸次に共通なものを失っ

て異質になったことである.内帯の変成帯には古い

時期の飛騨一三都帯を除くと領家があり外側には三波�
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川帯がある.さらに中生界についてみると内帯には火

成岩類を除くと一般に断片的でさらに和泉層群を除く

と陸成のものが多く海成層も多くは浅海性とか内湾性

であるのに対し外帯では秩父黒帯の北部には陸成ない

し瀕海成のものもあるが南に向うにつれて海成層から

四万十帯や秩父黒帯南部のよう1こ地向斜性のものとなる.

さきに例外的とした内帯の和泉層灘に対しては外帯には

外和泉や大野川両層灘カミある.和泉などを除くと内外

両帯の中生界には中軸部の領家帯の部分に山嶺があって

内側には盆地性外側には海成とそれらに連る陸成や地

向斜性堆積カミ行なわれた.しかもジュラ系の項の第42

434547図に示されるように外帯では北から南に

陸地の近傍から外洋の方に向かう堆積相を示す.

第137図薄衣礫岩とデボン･シルル系(加納博1966)

これらは和泉の堆積期を除いて考えてみれば領家持シアル層の下部カミ溶融したものが地表に現われそれが

では南にたおれた非対象性の地背斜をつくったに違いな西南日本の領家変成北海道の場合は目高変成に相当す

い.和泉層群は地背斜生成のある一時期に地背斜の軸ると思われる.またシマ層から由来した物質が三波

部まで沈降したことがあってそこに海溝状に厚い堆積川帯や神屠古潭帯の蛇紋岩一かんらん岩の超塩基性岩で

物を沈積させた.それはおそらく矢部先生がのべられはなかろうか.東京大学の都城博士(1959)は領家変成

たように公海性で外和泉や大野川層群による海進と一の受けた圧力ば5,O00～10,000気圧と推定された.比

っづきであった.それらの経過の一部は第138図の較的に低圧といっても必ずしも圧力が少茂いというこ

ような模式図で示されよう.図に示したように中軸部とではないことに注意したい.

で斜下からの推し上げは地表に現われて南北両側に南側の古生界は大構造線(初期の中央構造線)にそっ

隆起部を崩壊させるだろう.小林先生(1941)の西南目て下側にまくれ込むならば深部における圧力をうけ

本内帯の模式断面図を第139図に示ナこれにも北がる.こうして三波川帯は領家変成岩類よりも一層大き

ら南に向う圧迫が重視されいてる.た圧力をうけて変成作用が進んだと見ることカミできる.

領家変成岩は比較的に高温低圧三波川変成岩は低温

高圧の下の広域変成作用で生じたから第8図(地質二筆者は古い領家の上昇を領家地背餅(河合1965)とよ

ユｰス126号)1こ示したように造山運動における進行のんだカミ現在見ることのできる領家は長い間の上昇と変

過程に当てはめると第8図の溶融したシマ層の代りに成さらに削剥のくり返しの後のもので初期のものとは

A.地背斜生成の初期の発達過程を宗す模式断面図

南崩警廻望､
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B.地背斜形成の激動期における擾乱と崩壊との模式断面図
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4Sh堺弊
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第ユ38図

瀬戸内地背斜の形成と西南目本内外両帯の分

離半の推定図

茜1議書成寧･鎧麓蟹帯｡島手

玉早系一ジュラ素C･･白亜系(硯石巌)

Sh.四万十累層群(享畳系一中新統下部)

A.領事帯中軸A･秩父黒帯中の複背斜

翼蕊擬機灘鶴鍵搬

仏像線0未賀街上線(山陽系)Si中

陰衝上縁缶.秋冬黒帯中の衝上地塊㌃･｡

邊鵜鶴戯麟携地背斜に

伴珪ラまくれ込み(衝入)F8壷位の方向

説明地背斜の上昇は間歓的に進行し上昇

と沈降とのくり返しと思われるもしそう

であれぱ隆起量の総和Uは各段鮭の隆起重△

U沈降量△Dとの関係はU=Σ△U一Σ

△Dである衝上地塊の転位置LはL≒Σ

△Uと推定されるU≒10～20b皿に対し

L≒100～150k血をなることは可能と思われ

る地背斜の隆起に伴って南側の地塊は圧

迫され深部へまくれ込みを生じ北側の地

塊は南へ引きずられそれを衝上地塊がおお

うものと推定される.地背斜は一種の複背

斜であるが地殻中でできた複背斜に比較して

軸部が地表に現われるので削蜘･崩壊およ

び堆積が同時に行在われることに留意しなけ

れば粧らぬ.�
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二1ヒ大賀衝上帯和泉砂塔帯

十

■"十十十

宍道帯林ご警纂椛･一1鶉一驚箒

山口地帯中央描造碑準北上地精

第139図中国･四国を横断した西南肩本の概念的断面図(小林教授1941)

区別しなくてはならない.すなわちここでのべるも

のは首領家ともいうべきでこれを瀬戸内地背斜(河合

1966)に改めたいと思う.

さきに内外両帯における異質性のうちから飛騨帯と

三都帯とを除外した.小林先生(1941)が既に指摘され

たようにこれら両帯は領家三波川両帯よりも古い

変成作用に基づくであろう.これはK-A法による絶

対年数の測定値にも明瞭に示されている.そして都城

先生(1959)が指摘されたように花闇岩類にとむ領家変

成帯に対し対となった藍閃石変成帯は三波川帯であり

飛騨帯もまた花陶岩にとみ三都帯は飛騨帯と対になっ

た藍閃石帯である.したカミって領家三波川両帯の生

成に対し飛騨と三郡両帯カミほとんど同様の生成過程

をふみ大陸側で古く大洋側で新しい時期に起こった

とみなすことはそれ程不合理ではあるまい.

平行しないと思われる.榴曲軸カミ短軸なので局地的

な変化を受けているだろう.また時代や時期的な違

いにつれて局地的に条件が異なるに違いたいじ絶え

ず削剥の危機に見まわれまた変動埠帯から離れるに

従って圧縮的校力の受け方が小さく若い時代のもの程

その影響を受けたかったであろうことが容易に推定さ

れる.内帯側のジュラ系より古い中生界はかなり帯

状配列が顕著なのに対し白亜系では比較的不明瞭で

下部白亜系硯石層灘では微弱ながらも帯状配列性がある

が上部白亜系の扮岩や流紋岩にはほとんど見られな

いことの説明ができると思う.

さでこのような説明の下に果たして内外両帯の地

質構造が作られているかどうか少し詳しく調べて見よ

う.

(筆者は地質2課長)

2つの地背斜の生成によって西南日本は全体として

帯状配列を生じたことは理解されよう.外側の地向斜

(四万十地向斜)は変成帯の軸ないしは変成帯の延び

と平行するのであろうカミ内側に生じた盆地は必ずしも

〔注〕この項を新しく読まれる方へ

r日本列島の生い立ちをさぐる｣の掲載号は次のとお

りです.

No.王26No.ユ28No.129No.131No.150

������

1止苛甲.梧オ..1

堀口万吉編著

｢日曜の地学埼玉の地質をめぐって｣

これは地学団体研究会埼玉支部の人たちが行なっている

目躍ごとの地質見学会(目躍巡検会)の記録を中心にして多

数の関係者の執筆原稿を編著者がとりまとめたものである.

埼玉県下には長瀞をはじめとして名勝や日帰りのハイキング

コｰスが多数ある.これらは地質という面でもそれぞれ非

常に興味深いところである.県下の次の20カ所について解説

されている.

1浦和付近2春日部付近3川越付近

4所沢付近5狭山丘陵6加治丘陵

7高麗川の中生層8天目指峠から子の権現9武甲山

10長瀞11釜伏峠12寄屋付近

13荒川扇状地14笠山･堂平山ユ5武蔵嵐山

16吉見丘陵17比企南丘陵18黒山三滝･顔振峠

19二瀬ダム･三峰･雲取山20秩父盆地の化石産地

解説はそれぞれ｢みどころ｣｢地形図｣｢交通｣｢コｰ

ス｣r個々の露頭のくわしい説明｣の順でされており現地

の見取図もかならずついている.そのほか主要採取化石のリ

ストやスケッチも随所にのせられている.解説はきわめて平

易･睨庚でありクリノメｰタｰの使い方など基礎的テクニッ

クもかかれている.地学に興味をもつ人ならば誰でも直ちに

利用できるよう配慮された地質見学案内書である.最後に埼

玉県全体の地形･地質･地史のあらましカミまとめられており

さらに見学の時の服装･必要なもちもののリストまで掲載され

ているという親切さである.値段も安く県外の人でも買?

ておいて損にほならないノ･ンドブックである.

築地書館刊(1968)本文159ぺ一ジ定価320円�


